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• 集積可能な新たな偏光制御デバイスの作製
　 単一の発光・受光素子において、偏光状態を自在に制御で

きる次世代半導体光デバイスの実現を目指して、素子設計
と実デバイス作製の両面から研究を推進しています。微小
光デバイスにおいて新たに発現する物性と実用に向けた課
題の双方に向き合った研究を推進しています。

• 半導体を対象とした新たな時空間分解評価法の探索
　 半導体デバイスに注入された電子がエネルギー失活するま

での高速な動的挙動を解明するために、電子と光を融合さ
せた新分光法やパルス電子顕微鏡の開発など、半導体物性
評価の新手法開発を目指した研究を行っています。

スマートデバイス、情報・通信分野、無線給電、半導体評価技術、医療・ヘルスケア分野

電子・光状態のハイブリッド制御による
新機能光デバイスの創製
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•  ナノサイズの光（近接場光）で超解像イメージング可
能な顕微鏡を開発、改良。

• さらに近接場光を高速走査し、ナノの様相を動画観察
できる顕微鏡へ。ありのままに（非染色に）生体試料
のナノダイナミクスが見える顕微鏡を開発。

• 近接場光の波長を自在に制御し、新しい超解像顕微鏡
やセンシング技術を開発。

• 近接場光を使って、より積極的に試料を制御・反応さ
せるナノテクノロジーを開発中。

材料分析、医療・ヘルスケア分野、創薬関連

光の特性をナノスケールで制御して
新たな光技術を創出
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